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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月21日(2017.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　逆接続保護回路部３０では、少なくとも二次側電源部６２（低圧側の電源部）の端子が
図１のように正規の接続状態であることを条件としてスイッチ素子３２Ａ，３２Ｂがオン
状態になる。この場合、多相変換部４が動作していない状態では、スイッチ素子３２Ａ，
３２Ｂのゲート電位が二次側電源部６２の正極電位（例えば１２Ｖ）と略同電位になり、
ゲート電位がソース電位よりも高い状態で維持されるため、スイッチ素子３２Ａ，３２Ｂ
はオン状態で維持される。そして、ローサイド側のスイッチ素子６Ａ，６Ｂのソース、入
力側コンデンサ８Ａ，８Ｂ、出力側コンデンサ１０Ａ，１０Ｂは、いずれも基準導電路７
８と導通した状態で維持される。一方、二次側電源部６２（低圧側の電源部）の端子が正
負を逆にした逆接続状態である場合、スイッチ素子３２Ａ，３２Ｂのゲート電位が二次側
電源部６２の負極の電位（例えば－１２Ｖ）と略同電位になり、ゲート電位がソース電位
よりも低い状態で維持される。このため、スイッチ素子３２Ａ，３２Ｂはオフ状態で維持
される。スイッチ素子３２Ａ，３２Ｂがオフ状態であるときには、スイッチ素子６Ａ，６
Ｂのソース、入力側コンデンサ８Ａ，８Ｂ、出力側コンデンサ１０Ａ，１０Ｂは、いずれ
も基準導電路７８と導通しない状態となる。更に、図１の構成では、二次側電源部６２と
出力側導電路７２との間がオープン状態になった場合でも、スイッチ素子３２Ａ，３２Ｂ
はオフ状態で維持されることになる。
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